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ヽニ・ヨリ出現スル肋膜賓惨出液拉二之ヨリ梢殼セ
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出液ノ出現、消失吸収拉二液出現時ノ患者ノ症
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ト臨鉢的観察成績トヨリシテ、肋膜岩惨出液ノ

農現機輔及ヒヽ惨出性肋膜炎ノ槙農機韓二就テ論
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観察材料
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シテ､肺結核患者48例､肺門結核患者６例ナリ,、

　

是等親察刻料’､､總テ初診常時ノ堰症ニ於テ一’､、

年令ハ、７歳ノ小見ヨリ4Oなノ成人ニ至リ、

　　

肋膜炎ノ症炎ラ有セヂリシモノナリｏ

力子33例、女子2I例ナリｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第２節

　

競察方法

人工気胸術ハGraSS氏式人¦l気胸装置ヲ以テ、

　

’ｻ避ケタリ。

千倍ノ昇求液ゾ通過セシノタル察気ヲ汁人セ

　　

気胸施術ノ間隔’､、一般ニ1O目乃至２涸間卜

リｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シ、可及的潟出液ノ府失吸殷ラ彷ツテ施術セ

気胸針トシテハ、Saugmann氏針テ使川セリｏ

　　

リｏ上掲ハ、成人ノ気胸施術様式ナルモ、小兄

注入宰気足ハ､ぶ１同気胸時ニハ2O肺c乃至3OO

　　

ノ気胸術ハ、成人ノニ犬ニ準ジテ手加減せ加へタ

c･c斗シ、爾

第↓章

　

肋膜甕溶出液ノ出現頻度蛙二出現率

　　　

第１節

　

肋膜資惨出液ノ出現頻度

気胸全維過二於テ、唯１同肋膜岩惨出液ノ出現

ヲ認メタルモノｊyモ加算ソ､レバ、其出現頻峻ハ、

症例54例中53例､印］チ98．15％ナリ。而シテ、

３同ノ気胸施術ニテ他ノ事情ノ篤ｙ中止セル症

例堆Ｌ（該症例ニハ第３回気胸-・デ肋膜吝惨出

液り認ラレズ）八戸除外フ、レバ、正ニ100％ヲ算

スベシ。従ツテ、出現頻度ニヘ性的、年齢的、

気胸側的拉二肺結核及ビ肺門結核ニョル差違ハ

認メうレズ。

文献テ見ルニ、長谷山氏３．３％、立花氏10．9X、

Nelly 19χ、Kruchen 20％、Kiss 22.24 9^、

Schulte 25.7が、Deloff 37.4が、Ｄ. Ｂ･

Rosenthal 46χ、Hudson und Marine 50％

等ノ頻度ヲ畢ゲタリ。氏等ノ肋膜吝惨出液ノ出

現頻度ハ、余ノ夫二比較シテ極度ノ低値ヲ示ス

ノ｀ゝ

氏等ノ観察ノ不充分二基ヅクモノナラン

カ。倚肋膜官惨出液ノ出現ト他ノ種々ナル條件

トノ開係二就キテハ後段二論述セントソ､。

第２節

　

肋膜賓惨出液ノ出現率

鉉こ謂フ出現率トハ、全症例ノ気胸施術同敬二

對ノヽぺ肋膜吝惨出液ノ出現同敬ノ比卒ｦ一意味

7ヽ。郎チ、各症例個々ニ就テノ肋膜賓惨出液ノ

出現同敬二就テ見ル｡ニ、或ルモ

　

ノハ、気胸全経

過二於や連鎖出現シ、或ルモノハ、敬同若ク・ヽ

唯］同ノミ出現ソ、ルモノ有リヘ必ズシモ同一

ナラズ。

症例54例二於ケル気術施術總iic6iorBj中、肋

膜吝惨出液ノ出現同撒ハ、333同印チ其出現率

ノヽ54．59％ナリ。

性別的差違二條ル出現率二開シテハ、｡男子48.38

％、女子61．00％尹算シ、女子邁二高値ヲ示七

リ。、文献ラ兄ルニ、長谷山氏、Viton, Deloff

等ノ諸家ハ女子こｰ・多シト謂ヘリ。 Deloff,
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Caussimon, Schroder ;如キハ､月維ノヽ其主要

原因ナルベシトカ説セルモ、余ノ気胸施術ハ、

月経期ザ極力避ケタルリ以テ、月経ノミリ以テ

女子ノ高率ヲ･解決いルハ早計ナラン。

出現率ノ年齢的差違二開シテハ、余ノ症例中小

見(７歳乃至15歳)ダヽ75％、成人(16歳乃至40

歳しヽ53％ニシテ、小見ノ出現率ノヽ成人ノ夫サ

【第17巻

凌駕ス。気胸側二條ル差違・ヽ、右側53．02％、

左側55．44％４算シ、左側二於テ梢ｔ高値ラ示

スモ、略ｌ同様ナリ､、

肺臓内病宛ノ差違二嫁ル肋膜吝惨出液ノ出現率

ハ、肺結核53．04％、肺門結核ハ71．15％ニシ

テ、肺門結核二於テ高率ナリ、、

第３節

　

肋膜資惨出液ノ第１同出現時期

肋膜賓惨出液ハ、全症例二於テ必ズシモ第１回

気胸施術時二出現･リレニ非ズ。

或ルモノハ、気胸早期ニ、或ルモノノヽ、気胸中

期－、若クハ気胸晩期二出現スルコト有リテ不

定ナリ。

症例54例二就キ、第１同肋膜賓惨出液ノ出現

時期ヲ｡「クづフ」ニテ表セ八次ノ如シ。

　　　

第２夫

　

肋膜吉惨出液第１同出現時期
び
お
μ
だ
μ
が
’
ひ
４
２
θ

　
　
　
　
　
　
　

症
例
徴
↑ J ２ ３　４ Ｓ ６ワど∂μ□1　　78

→第１同出現時気胸

j？

自]チ、第３回気胸時二肋膜礎惨出液ノ出現サ見

ルハ、最モ多ク54例中16例(29. 63 ％)、次デ

第２回気胸時ハ54例中13例(24.07%)、第１

同気胸時ハ54例中８例(14．81％卜第４同気胸

時ハ54例中４例(7.41%)、第５同以後ハ5.56

％以下ナリ。故ニ、第１同ヨリ第４同迄二肋膜

吝惨出液ノ出鴇レ見ルハ、賓ニ75．92％サ算シ、

肋膜竃惨出液ノ過牛数ハ、此ノ時期二出現フ、ト

謂フベシ。而シテ、他方惨出性肋膜炎ヲ･績費セ

ル９例中５例ハ、第１同気胸時ニ、３例ハぷ２

同気胸時ニ、１例ハ第３同気胸時ニ、肋膜吝惨

出液ノ第１回出現ｦ一見タリ。従ツラ、気胸ノ極

ノテ早期こｰ、肋膜吝惨出液ノ出現々来･、モノハ、

爾後二於刊參出性肋膜炎ごf績硬フヽル憂有ルモノ

ノ如ク推定セラル。而シテ、此ノ讃左トシテ、

第４回迄ご心１同出現ヲ･見ルモノノ中、過牛倣

ハ、爾後二於テ惨出性肋膜炎ｦ一拍稜セデルベ’デ

モ、惨出液ノ連拍出現ず来ソヽモノナルコいヽ、

磯節二於テ明白ナ勉

第４節

　

肋膜責潭出原ノ連績出現状況

肋膜竃惨出液第１同出現後二於タル液ノ出現状

況ハ、必ズシモー定セズ。爾後全経過二渡り出

現セザ1ルモノ有リ、或ハ１月乃至撤同出現ヤル

モノ有リ、若ク。・ヽ第１同出現以後二於テ、連納

全経過二渡リテ出現スルモノアリテ不定ナリ。

肋膜吝惨出液出現ノ連納度拉二惨出液ノ瀦溜度

二依リ、茲ニ６型ヲ大別シ得べ｀シ。

1)第１型。該型ハ、気胸全経過二於テ、肋膜

岩惨出液ノ出現１同乃至数同二及ブモノ(35．19

％)。

2）第11型。該型ハ、気胸全経過二於テ、肋膜

吝惨出液ノ出現過牛数二及ブモノ（27．78％）。

3）第ｍ型。該型ハ、略ｌ気胸全経過二於テ、

肋膜岩惨出液ノ出現り見ルモノ（18．52％）。

圭）第IV型八該型ハ、１同乃至２回サ除キ、殆

ﾄﾞ気胸全糾過二渡りへ肋膜賞惨出液ノ出現ラ

来シ、気胸晩期二於テ惨出性肋膜炎ヲ･績登いレ

モノ（7．41匹几

５）第Ｖ型。該型ハ、気胸晩期二於月力膜竃惨

出液ノ出現ヲ見ズシヘ気胸ノ最終月二於テ惨
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出性肋膜炎ヲ啼

6)第VI型。該型ハ、気胸早期ニ、１同

乃至倣同肋膜吝惨出液ノ出現後、急激二

惨出性肋膜炎ヲ績登セルモノ(7．41％)。

要之、一過性二肋膜吝惨出液ノ出現ヲ･見

ル第１型サ除キテダヽ、總テ気胸全経過ノ

過牛敬二於テ、若クハ連鎖的二出現ペト

謂フベク、此等ハ62.97 9^尹算スベシ√

且第１型、ハ肋膜岩惨出液ノ瀦溜量僅少

第３表

　

肋膜官溶出液ノ出現概略模型圖

㈲

　

㈲

　

困

㈲
一

　
　

明

　
　

哨

－シテ、徴日尹待タズシテ消失スレドモ、

第il型一気胸早期ニ・ヽ液量僅少ナルモ、

漸次増量シ、肋膜肋骨岩内容積ノ約牛バ

ヲ占ノ、爾後二於テ液量ノ増加テ来サズシテ、

気胸テ完フスルモノナリ。第Ⅲ型・ヽ、液量更二

噌加シ、横隔膜圓頂直下二達セントスルモノニ

シテ、気胸晩期ニテノ｀ヽ液量再減シ、或ズヽ肋膜岩

惨出液ノ出現ヲ見ずルヘ爾後二惨出性肋膜炎

テ絞碓スル憂無キーシモ非デルモノナリ。第IV

型乃至第VI型ハ、気胸早期ヨリ液量他型ヲ･圃

シ、比較的急速二噌加シ、或ハ気胸早期ニ、或、ヽ

気胸中期ニ、惨出性肋膜炎テ績登セルモノナリ。

斯ノ如ク、連緬的二肋膜岩惨出液ノ出現ヲ来ス

ベ爾後二於テ惨出性肋膜炎ノ績賛ノ傾向極ノ

㈲

　

叫

　

削

涛加丿朋岐

鯛

叫J

出

叫

　

岫

哨

澪出,注脚μ
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や
湧出蛙聊皺

テ大ナリト結論セラルベク、且亦此等｡ハ、肋膜

吝惨出液内｢エオジン｣嗜好性白血球ノ噌多、淋

巴球ハ少斂、拉二含糖量ハ0．100 g/dl 以上ナル

ヘ興味アル事卜謂フベシ。故ニ、惨出液内｢エ

オジン｣嗜好性白血球壇多テ以テ、営該気胸ノ

憬後ノ良性ヲ･論ズル諸家ノ説ニヘ賛意テ表シ

難シ。

斯ノ如ク、気胸早期二於ケル肋膜官溶出液ノ出

現状況列主目観察ノ、ノレコ

　

トユ依り、爾後二於ケ

ル惨出性肋膜炎ノ緋特ヲ･橡知シ、禄防上參ぢト

ナシ得ベシ。

第５章

　

肋膜賓溶出液ノ吸牧

肋膜官惨出液ノ消失吸収ノ判定ハ、必ズシモ安

易ナラズ。肋膜腔内空気ノ完全二吸牧セラレタ

ル時期ニヘ胸廓肋膜及ビ肺臓肋膜ノ呼吸運動

二基因フ、ル吸引作用二依テ、未グ吸収セラレデ

ル肋膜岩惨出液へ雨側肋膜間二披撒スルコト

有ルヲ以テ、確賓ナル吸牧時期ヲ判定シ難キ場

合アリ。茲二於テ、余｡ハ確賓二雨側肋膜ノ吸引

作用ラ受ケデルモノノミニ就テ、其吸収時期テ

観察記述セントス。

肋膜皆惨出液ノ吸牧速度へ其瀦溜良二略ｌ平

行シ、次同気胸施術ノ適否二對シ、重要ナル開

係ヲ有フ、。余ハとニ鑑ミ、肋膜官惨出液ノ瀦溜

度ラ３種二分類セリ。印チ液量僅少ニシテ肋膜

肋骨竃ノ尖端二瀦溜セルハ(十)、液量梢ｌ噌加

シ肋膜肋骨賓内容積ノ約牛バヲ占ヱ､ノレノヽ(丑八

液量更二噌加シ横隔膜圓頂二達セごトスルハ

(州･トーテ表シ、其吸収時期ラ調査セリ。観察シ

得タル肋膜吝惨出液36同分二就テ見ルニ、液量

(十)ナルモノノ中、完全二吸収セラルヽ迄ノ口

斂２口乃至３口ノモノ58．5％、4日乃至７日ノ

モ/ 24.9が、８口乃至９日ノモノ16．6％ニシ

テ、２口乃至３口ラ要スル・ヽ過牛数ナリ。液量

(朴)中４口乃至７口テ要シタルハ37．8χ、10

曰ノモノ30.7％、11口乃至18口ノモノ31．5％

ふーシテ、10口以上ノモノノヽヽ62.2%トナル。液

量(併)ニ就テハ、８日乃至10口ノモノ25．0χ、

ｎ口乃至2i口ノモノノヽヽ75．0％ナリ。

斯ノ如ク、液量ト吸歌口撒トハ略ｔ平行シ、第
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Ⅲ型乃至第vl型ノ如ク．瀦溜炭大ナルモノ・ヽ、

其吸牧時期ト気胸間隔トヘ不一致ナルサ避ケ

【第17巻

難クヽ従ツプ'、該型ニテハ、気胸毎二瀦溜量ノ

漸次耐大フヽルハ、至常ノ事ナリ。

第６章

　

肋膜賓港出液出現ノ誘因

　　　

第1.節

　

肋膜癒著

肋膜腔内惨出液瀦溜二對いり力膜癒著ノ重要性

　　

膜癒箸ハ、肋膜炎既往症ノ有無二開セズ、大牛

ノ｀ヽ、夙ニＡ.Ford, ０. Friedrich, Ａ. Sarno,　　ノ肺結核拉二肺門結核二説明セラルヽへ夙－

D. B. Rosenthal, 0. F. Haarer, H. Jessen,　今、内田、富滞、膝浪、陣内、蒲田、永松氏等

M. Kallweit, A. Schwenkenbecher, R. Weiss　　ノ病理解剖學者ノ等シク認ムル所ナリ。余ノ検

等ノ諸家ノカ説人ル所ナリ。

　　　　　　　　　　　

査セシ53例中、明カユ肋膜炎ノ既往歴ヲ有ス

氏等ノ誂クト==1ロニ依レバ、肋膜癒著ハ気胸術

　　

ルノゝ７例二過ギデリシモ、肋膜癒著ノ頻度ハ

施行二際シ其伸展、断裂、剥離二條ル肺臓組織

　　

98.11 % /高率ヲ示セリ。而シテ、肋膜賓惨出

拉こ局所ノ肋膜綴織ノ損傷二基因フ､ル惨出機輪

　　

液出現頻度ハ98．15ｙニシテ、肋膜癒著ノ頻度

ノ促進、肺臓内結核竃ノ肋膜腔内撒布及ビ肋膜

　　

1ヽ極ｙテ良ク一致フヽ。然レドモ、此々以テ肋膜

組織へノ結核ノ進展、目｡亦癒著二繍ル肋膜腔ノ

　　

寄惨出液へ肋膜癒著ノえニ因リテ出現ソ､ト断

狭小化拉二之二對フ、ル強制的瓦斯注入二由来ﾉ、

　

定フ、ルハ早計ナリ。癒著二妹ル肋膜腔ノ狭小化

ル機械的刺戟等ノ諸鮎二於テ、意義有ルペシト。

　　

へ癒著度拉丿

余ハ建二於テ53例二就キ、其肋膜癒著状況ヲ

　　

著ハ索條癒著二比シ其度弼カルベシ。建ニ、癒

観察シ、之ト肋膜官惨出液瀦溜良拉二惨出性肋

　　

著部位及ビ癒著度ノ差違二條ル、肋膜官惨出液

膜炎ノ絹登トノ因果開係サ検索セリ。抑ｌ、肋

　　

ノ瀦溜度拉二惨出性肋膜炎績良ノ開係ザ表ニテ

　　　　　　　　　　　　　

第４表

　

肋膜癒著ト肋膜蜜惨出液出現1ヽノ開係

癒　著　部　位　i癒著ノ種類 癒著度 例敏 Ｉ型 Ｕ型 Ⅲ型 IV型 Ｖ型 VI型

肺上葉領域ノｉノ黛著
　索　　　條

　　　　　　　－‥一

　膜　　　　　　耽

7　　　　　　　　　　　　－　〃　―==J
　索　　　　條

(十) ２ ０ ２ ０
　 　 　 ０

　 ｗ 　 　 　 　 ＝

　 　 　 ０

． - ． - - 　 －

　 　 　 １

０
　 　 ０

= - 　 　 - ｉ - -

　 　 ０

・ 　 　 　 - 一 一

　 　 ０

(冊) ２ ０ 　１
－　０

　７

１ ０

肺下葉領域ノｉﾉ雍著
(十) １　１　０ ０ ０

膜　　　　状 (十十) 26 11 ５ １ ０ ２

肺上葉蚊二下葉領ノ癒著 索條及ビ膜状

　　／

不　　　　明

(嫉) 20 ７ 　　５

　　０

－一一　－
　　０

４ ２　． １
　　１‥-－－
　　０癒著ノ無キモノ (－) １ １ ０ ０ ０

不　　　　　　　　　　　　明 不明 １ ０ ０ ０ ０ １

現セバ上ノ如シ。

由是観之、癒著度ト肋膜皆惨出液ノ瀦溜度雄二

其出頭率トノ間－へ略ｌ正比例的開係存在ソ、

ベシ。殊ニ、肺上葉拉二下喋F領域二癒著り有ス

ルモノノヽ、不完全気胸トナルヲ避ケ難ク、斯

ルモノ｡・ヽ、肋膜腔ノ他例二比シ、狭小度ノ大ナ

ノレノ'4明白ナリ。従ツテ、癒著ノ伸展雄二肋膜二

對スル機械的刺戟べ彊カルペ｀シ。就中、上葉

下葉共膜状癒著サ有フ、ル症砂卜於ｆ然り(石塚

(女)、伊紘飯田、長坂、藤滞ノ諸症例几故ニ、

諸家ノ説ク如ク、肋膜癒著ハ、肋膜甕惨出液農

現二對シャモ、重大ナル開係ラ有スルハ明白ナ

ル'μ､盲ナリ。然レド゛モ、總テ斯ノ如キ機械的刺

戟ノミ｡ヲ以テ、肋膜賓惨出液ノ登現機韓ヲ、解

決ノヽ゛キニ非デル＾゛シ。

癒著ノ剥離、断裂二開シテハ、其結果明カニ肋

膜賓惨出液ノ聴現若クハ液ノ増量サ来シタルハ

53例中４例(症例見米、飯田、佐藤、更田)ニ留

-ヽリレノミ。而シテ、此等４例ノヽ、總テ膜状癒著

ノ剥離ナリ。他ノ症例二於テモ索條癒著ノ断裂
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グ認ノ･タルモノナキラ以テ、其膜状、索條如何

みかヽズ、是等ノ癒著八一般二比較的強靭ナル

ヲ･裏書ス・ヽごシ。故ニ、癒著ノ断裂剥離ハ諸家ノ

-
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力説リレ如ク、肋膜岩惨出液碓現二對シテハ

収要ナル誘因二非ずルベシ。

第２節

　

高

　

雁

大工気胸施術二際シ、寧気注人＝-∃リテ起りタ

ル肋膜腔内高墜ハ、惨出性肋膜炎鍵現ノー－誘因

ナリト詑クモノー、Gewerder, E. Neumann,

Wolf, V.　Daniel et　Ｐｏｐｐｅ，高田氏、Ｖ･

Zaborszky, Ｄ．Ｂ.Rosenthal, Ｔ. Gannenfeld,

Geeraed, Dr. Wellmann, 梅谷氏、直川氏、烏

田氏、Ｅ. Fraenkel 等アリ。

Brauer und Wellmann ハ、液ノ惨出ハ、高匝

こーテハ低陰二於ケルヨリモ厘ｌナルヲ一見テ、肋

腔内陽歴ヲ以テ、惨出機轄ノ原因ト見倣シ、Ｖ

Zaborszkyハ両側人工気胸術ニテハ、扁側施術

二比シ、惨出性肋膜炎ノ緬費ノ頻度ノ低値ナル

ハ、前者ハ陽歴ナルコト極メテ稀ナルニ依ルベ

シトセリ。余ノ気胸術､ハ、總テ終陰ヲ･陰陰トシ、

高歴及ビ陽岸ヲ･極力避ケタリ。然ルヘ余ノ観

察例二於テル肋膜竃惨出液ノ出現頻度ハ、98. IF)

Ｘナルサ見レバ、高岸及ビ陽歴へ肋膜復海出

液費現ノ主要誘因ナラデルベ｀シ。抑ぺ肋腔内

歴カハ、肋膜癒著ト密接ノ開係ラ有シ、殊二度

汎ナル膜状癒著二依リテ、大ナル影響り受ク。

肺¦づ他領域、或。ヽ肺下葉領域若クハ両領域二膜

状癒著サ有ﾉヽル場合二於テ顕著ナリ。症例飯[H、

伊藤、長坂、佐藤、鈴木等ノ如ク、広汎ナル膜

状癒著サ有シ、少量空気注入－∃リヘ高即贈

呈スルユE=ノベ肋膜賓惨出液ノ殺現極ノテ安易

－シテ、且其吸収消失ノ極ノ･テ遅々タル事賓-ﾊ、

高匝ノ惨出機韓二對ノ､ル重大ナル開係'> JiJv'ヽ

ルモノノ如ク推定セラル。且亦、高眼二基因セ

リ1ヽ思惟セラルヽ肋膜寄惨出液中ニヘ比較時

多数ノ内被細胞ノ澄明セラルヽヲ見レバ、高圧

ナル機械的刺戟二因リ、肋膜組織が相常損傷ザ

受ケ、斯クシテ、異常ノ惨出機輔分現･､ルコlヽ

モアルベ｀シｏ

然レドモ、第１型ノ如ク可及的高歴ノモトニ施

術セルーモ拘うズ、肋膜寄惨出液ノ出現べ貳胸

全経過二於へ

　

１同乃至倣回二過ギヂアし

　

ｰふ見レ

ノゝ 高晰叉ハ陽雌ハ、必ズシモ惨出機輯ノ市要

目.必須ノ因子ナ）サル’゛シ．要とヽ高剛へ廣

汎ナル極著1ヽ相開聯シテ、肋膜寄惨出液費現二

開貨フ､べJシ．

第３節

　

肺臓内病燧

観察セル症例54例中、肺結核48例、肺門結核

６例ニシテ、肋膜寄惨出液ノ出現頻皮・ヽ略ｌ同

数ナルモ、個々ノ肋膜寄惨出液瀦溜度拉二液出

現同数二就ｆ観ルニ、肺結核ノ肋膜寄惨出液出

現率ハ53．04％ナルニ反シ、肺門結核ハ71.15

％'ニシテ、後者逞二高値ナリ。且肋膜寄惨出液

ノ連鎖出現度二就テハ、肺門結核ノ第Ⅲ型乃至

第vl型ハ50χニシテ、肺結核ノ夫ノ33．34.％

ヲ凌駕ス。殊二肺門結核中、肺門部淋巴腺ノ腫

瘍状二腫脹セルモノ(症例碧海、赤尾、白石)ニ

於テ然り。

第５夫

　

病型lヽ肋膜竃惨出液出現1・ノ開係

型

Ｉ

肺

　

門

　

結

１

３

３

％

６

３

３

16

67
＝ ＝ 〃 - - = － 皿 ㎜ ＝

33

33
--
67

(％
-

50.

核

一
計
ハ
ブ
ー

０

50.0

肺

　　

結

　　

核

Ｑ

／ロ

39.58
- -

小

　

計

66.66

33.34
０

－
０

27.08
一一
16.67
一一
6.25

一一
2.08

-

8.34

Ⅱ

　

Ⅲ

IV
－
V

VI

肺結核二開シテベ第１型乃至第Ｕ型ノ肋膜皆

出現ノ百分卒ハ、惨出性(主トシテ)、噌殖性(主
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第6表 肺結 核 ノ病型 ニヨル差違

型
滲 出 性 擁 殖 性

%14～96引%

22二g「
.33.3316・61

10.4216.67

小 計
(%)

L

_堅一
皿6.25 io.42

33.34

IV

V

両

2.084.1720
.8312.50

2.080

8.33 0

トシテ)共 二同 数 ナ ル ニ反 シ、 第 皿型 乃 至 第VI

型 ノ夫 ノ・、 滲 出性 ノ・増 殖 性 ノ大約2倍 ナ リ。 殊

二、 滲 出性 ノ・第IV型 乃 至 第VI型14.58%、 増

殖 性 ハ2.08%ナ ル ヲ'見レバ、滲 出 性 肺 結 核 ハ増

殖 性 肺 結 核 二化 シ、 滲 出性 肋膜 炎 ノ頬 嚢 ノ危 険

率 、極 メ テ大 ナ リ ト謂 フベ シ。

第7表 病竃 ノ範 園 ニ ヨル差違

型1 (十)

(%) 1
(什)

(%)

1

(柵)

(0//0)『 一一 一 一 一一

1、 36.8 50 50

∬ 31.6 0
　

25

皿 13.2 33.3 25

IV 7.9 0 0

V
_一__一 一 一

VI

2.6
-9一

一『}

0 0

7.9

一 一一

16.7 0
1

肺 結 核 病 竃 ノ範 園 ト肋膜 賓 ノ滲 出液 ノ潴 溜 度 拉

二連 績 出現 度 トノ関 係 二就 テ ノ・
、 病 竃 ノ略U

葉 二渡 ル ヲ・(+)、 略Z2葉 二渡 ル テ(十)、 気 胸

側 全 葉 二渡 ル ラ(帯)ト ス レバ、 第7表 ノ如 シ。

即 チ、 病 竃(帯)中 第1型 乃 至 第 皿型 ノ・100%、

第IV型 乃 至 第VI型0"_… 、、 病 竃(十 ト)中第1型 乃

至 第 皿型83.3%'、 第IV型 乃 至 第VI型16.7%、

病 竃(+)二 就 テ ノ・第1型 乃 至 第 皿型81.6%、 第

IV型 乃 至 第VI型18.4%ニ シテ、 何 レ ノ病 竃

モ、 第1型 乃 至 第 皿型 過 牛 撒 ナ ル テ見 レバ、 病

竈 ノ範 園 ノ・無影 響 ナ ル モ ノ ノ如 シ。

肺 結 核 室 洞 ト ノ關 係 ハ、 之 テ判 断 ス ル事 困 難 ナ

ル モ、 室 洞 ラ有 ス ル場 合 ノ・、 概 シテ肋 膜 賓 滲 出

液 ノ潴 溜 稚 く高 度 ナル モ ノ ノ如 ク推 定 セ ラル。

部 チ、 室 洞 テ 説 明 セル ノ・、 症 例54例 中11例

(20.4%)一 ・シテ、 第1型2例 、 第 皿型5例 、第

皿型2例 、 第IV型2例 、 第V型 乃 至 第VI型0

例 、 即 チ第 皿型 乃 至 第IV型9例 トナ ル。

是 等 室 洞 中或 ル モ ノノ・肋膜 直 下 二位 ス ル モ ノ ア

ル ベ ク、 且 空 洞 附 近 ノ肋 膜 ノ・、 索 状癒 著 テ示 ス

モ ノ多 キ テ見 レバ、 室 洞 内浦 攣 ノ近 接 肋 膜 表 面

ヘ ノ進 展 ラ想 像 ス ルニ難 カ ラズ。

第4節 肋膜炎既往症

肋 膜 炎 既 往症 ノ・、 肋 膜 賓 滲 出液 出現 機 軸 ノ重 大

要 素 ナ ル ノ、、 想像 二難 カ ラズ。 余 ノ観 察 例 中、

肋 膜 炎 翫 往 症 ラ有 λルノ・、7例 ニ シテ、 其 内1

型1例(症 例 ■)1.皿 型1例(症 例 ■)、m型

3例(症 例 ■ 、 ■ 、■)、IV型1例(症

例 ■(女/)、VI型1例(症 例1)ニ シテ、7

例 中1型 乃 至H型2例 、皿型 乃至Vl型5例 テ算

シ、 異 物 タル室 氣 ノ化 學 的 拉 二機 械 的 刺 戟 二因

リテ、再 炎衝 テ惹 起 セル モ ノノ如 ク思 惟 セ ラル。

且 肋 膜 肥 厚 及 ビ癒 著 度 ノ他 例 二化 シ著 シキノ・、

亦 其 一 因 トナ リ得 ベ シ。

第5節 〒気候 ノ影響

気 胸 滲 出 性 肋膜 炎 二封 スル気 候 ノ影 響 テ論 ズ ル

ノ・、V.DanieletPopp,G.Andreoni,A.J.

Berlin,F.R.Torres,長 谷 山氏 、 立 花 氏 寺 ニ

シテ、 長 谷 山 氏 ノ如 キ ハ、 寒 季 二於 ケル 感 冒 性

疾 患 ガ、液 ノ滲 出 二重 大 影 響 テ及 ポ ス ト訳:ケ リ。

余 ノ肋 膜 賓滲 出 液 ノ季1市胸 壁 動 テ見 ル ニ、 春 期

(3乃 至5月)21.32%、 夏 期(6乃 至8月)25.59

%、 秋 期(9乃 至11月):31.28%、 冬 期(12乃 至

2月)21・81%ニ シテ、秋 期 ノ・最 高 テ示 シ冬 期 夏

期 之 二;次グ。 且寒 冷 期 ぐ秋 冬期)ノ ・53.0996、 温

暖 期(春 夏 期)46.91%ニ シテ 寒 冷 期 二五 リテ、

其 登 現 傘 梢 ヒ高 シ。 肋 膜 寳滲 出液 瀦 溜 程 度 ノ季
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肋膜賓惨出液ノ季節的機動

(妙

所j

　　　　

｀‘　　１　２Ｊ４　Ｓ６　1 ３ 3 Ｗ　II12

　　　　　

→月

　

撒

節的愛動二開シテハ、瀦溜度(十)ハ寒冷期50.51

％、温暖期49.49%、瀦溜度(+ﾄ)ハ寒冷期54.25

X、温暖期45.75%、瀦溜度(併戸ヽ寒冷期60
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％、温暖期40Xヲ算シ、總テ･ま冷期二於テ其

殺現率梢々高シ。

斯ノ如ク、肋膜竃惨出液ノ出現二對シテモ、気

候ノ受動・ヽ、影響うy及ボこいモノノ如シ。其影響

ハ外気、印チ注入スル窄気ノ温皿レ･因ルカ、或ハ

叉寒冷期ノ感冒性疾患ノ之二開典ソヽル篤ナル

カ、若クハＤｅｌｏｆrノカ説ノヽル如ク、寒冷ハ皮

膚り介シテ直接胸廓肋膜二影響ヲ･及ボシ、其結

果、気胸肺ノ血管運動御経ノ障碍ヲ惹起シ、鯵

血、内被細胞ノ障碍、次デ、潜伏性肋膜内病竃

ノ進展ニy束-･､認ナルカノヽ、今後尚研究ヲ要スペ｀

シｏ

兎モ角、気温殊二寒冷が、肋膜吉惨出液ノ登現

機韓二障

第６節

　

其他ノ誘因

　　　

第１項

　

気胸施術期間中ノ身謄動揺

肋膜竃惨出液二對ソ、ル身膿動揺ノ影響ハ、之ヲ

明確二判定ソ、ルノ'ヽ、困難ナルモ、入院拉二外来

患者ニラー、液ノ増減及ビ吸収二對シテ格段ノ影

響ノ差違ヲ認ｙ難ク、僅ニ、外来患者、原井、

飯田、鈴木、長坂、白石ノ諸症例二於テ、確賓

ナル悪影響八万認メタルニ過ギズ。

　　　　　

第２項

　

気胸針二因ル肋膜

　　　　　　

殊二肺臓肋膜ノ損傷

余ハ気胸針トシテ、Saugman氏尖鋭針ヲ使用

セルモ、気胸技術ノ上達ハ、肋膜損傷テ保防シ

得ルヲ以テ、之が重大ナル誘因ト見倣シ得ズ。

肺臓肋膜ノ損傷ハ、殊二気胸早期ノ１同乃至２

同一多ク、爾後ハ、室気ノ未グ吸収セシレデル

時期ニ、施術尹行フタｙ、損傷ヲ･起ス事極ｙテ

稀ナレバナリ。

　　　　　　　

第３項

　

其

　

他

空気注入速度、「アレルギー」性反慮、月経、個

膿的差違、植物御経系カ統ノ異常、局部麻酔薬

二對又ル過敏性等ノ誘因テ主張フヽルモノ有レド

モ、如何ナル程度ニ、開貢スルモノナルカハ判

定頗･レ困難ナリ。

第７章

　

肋膜貨湯出液出現時ノ患者ノ自愛的蛙二他愛的症状

第１節

　

胸

　

痛

症例54例中。気胸施術後二於テ胸痛ラ訴ヘシモ

/ 85.2 χ、==]ノ中第１同気胸施術時ニノヽ76.6

％、2同以後ニハ僅力８．６ χニ過ギズ。胸痛ノヽ、

気胸側々胸部或ノヽ前胸上部、若クハ前胸中央部

肩脚間部二有リテ、肋膜癒著部位拉二其程度

卜平行的開係ヲ認ノ･難シ。多クヘ激痛時二鈍

痛、御経痛様或ハ刺痛ナリ。是等胸痛ハ、慨シ

テー過性ニシテ、１日乃至２日後消退シ、多ク

ハ肋膜摩擦音ラ隨伴セズ。自]チ、胸痛85．2％中

肋膜摩擦音ヲ･隨件セルハ33．4％ナリ。第１回

気胸以後ノ胸痛ハ、總テ空気ノ吸収完フノ時期

二多ク、且亦惨出液ノ陰性ナル場合ニモ、或ル者

ハ胸痛り訴フ、、斯ノ如ク、肋膜癒著ノ伸展、断

裂剥離、ニ基因フ、ル機械的胸痛・ヽ否定シ吋ずル

モ、胸痛ノ大牛ハ、第１同気胸時、且注入空気

量ノ最少ナル時期ニ、認ノラルヽコト、亦爾後
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ル空気ノ直接肋膜刺戟二由来フ、ル、乾燥性雄二

惨出性肋膜炎衝登現二基因スト謂フベシ。

第２節

　

肋膜摩擦音

多クハ、気胸側ノ胸背下部、

部二有リ。且亦、気胸早期、

モ聴取シ得。

第３節

　

発熱及ビ赤血球沈降速度

時二心臓部ノ前胸

加之中期、晩期ニ

炎ラ絹農セル場合ハ、大牛高熱ヲ殼シ、極ノ･テ

稀ニ、無熱ナルコトアリ(症例石塚(男))。

赤血球沈降速度1ヽ、肋膜竃惨出液トハ無開係ナ

リ。と一反シ、有熱性惨出性肋膜炎ヲ績農セル

場合ハ、急速ナル噌昇尹示セリ。且亦、惨出性

肋膜炎禎殺ノ１同乃至２同気胸前二於テ、軽度

ノ速進ラ示スハ、其前兆ナルモノノ如シ。

第４節

　

胸部理學的所見

肋骨吝叉ハ横隔膜圓頂二近接シテ、液面水平位

サトリ、醒位二依リテ、安易二位置ヲ･宛換スル

惨出液ヲ'認ム。肋膜吝惨出液ノ陰性ナル場合ハ、

気胸側ノ胸下部二肋膜肥厚ヲ像想セシムル稀薄

陰影ヲ認ｙ、気胸晩期ニ、横隔膜ノ呼吸運動不

良トナリ、時二新鮮ナル肋膜癒著ヲ･澄明スル事

有リ。

第８章

　

考

　

按

反庶ヲ･起シ、之が惨出液費生ノ因ヲ･ナスベシ

トカ況スルモノアリ（Ａ. Sarno, Ｐ． Starke,

Ｔｏｍａｚ）、G.Gomesatti ・ヽ、植物紳経系々統

障碍二由ル肺臓「トータ勺ノ甕化二其機韓ヲ求

八Pisaniハ、毛細管透過性上昇、肋膜惨透歴

ノ異常、肋膜ノ水素「イオン」濃度ノ上昇、肋膜

内「カルシウム」訣乏等ヲ畢ゲタリ。余ハ、J・

Sorg･ｏノ淋巴對積説址二生理的肋膜腔液再現ノ

ミサ以テ、解決セントソヽル説ニハ賛意テ表シ得

ノ肋膜癒著ノ伸展スル時期二於テ、却テ訴ヘラ

レデルハ、機械的原因ノとニ開奥スルコトノ、

極ノテ紗キテ裏書スペ｀シ。故ニ、寧ロ、異物タ

気胸施術後一於ケル肋膜摩擦音ノ出現頻度ハ

33.4Xニシテ、肋膜腔内空気ノ消失時期ニ、最

モ屡ｌ聴取セラル。

毅熱ハ、気胸第１同施術時若ク・ヽ第２同施術時

二一過性二認メラル。毅熱ノ原因二開シテハ、

Deist, Baron及Waltis ハ穿刺二依ル肋膜ノ

一時的刺戟二基クト謂ヘルモ、Herter, Winkler

等ハ、肺萎縮二基ヅク、結核毒素ノ一時的瓶溢

ノ篤ナランlヽ想像セリ。毅熱ハ、余ノ観察例ニ

テハ、肋膜賓惨出液ノ出現、其瀦溜度、肋膜摩

擦音等二影響セうレズ。之一反シ、惨出性肋膜

肋膜吝惨出液ノ出現二山来フ、ル胸部理學的所見

へ気胸早期ニｆノヽ明瞭ナラズ。中期、晩期二

於テノヽ、気胸側ノ胸背面下部ニ、軽濁音若クハ

鼓性短音ラ碓シ、呼吸音、偉者震度ハ多少トモ

減弱ス。

殊ニ、肋膜吉惨出液量多量ナルトキハ該症状著

明ナリ。「レントゲン」検査特二透視－テハ肋膜

抑ｔ、肋膜査惨出液ハ其一時的出現性、無害性

ヲ･以テヤ日迄等閑二附セラレタリ。其稜生機韓

ノ如キモ、之二論及スル者極ノ･テ寥々タリ。或

ダヽ生理的肋膜腔液ノ再現テ以テ説明セントスル

モノアリ、或ハ胸壁肋膜下淋巴組織ノ雁迫二條

ル、琳巴ノ對積ヲ･以テ解決セントフヽルモノアリ

(J. Sorgo)、肺虚腕二因リテ起レル一時的結核

毒素脹溢ノ認へ肋膜附近ノ病竃が、｢ツベルク

リン｣注射時二於ケル1ヽ同様ノ、｢アレルギー｣性
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充分二其原因４求/ (Schroder)、急速ナル途貨

叉ハ急激ナル肺萎縮ラJjJ､テ其一因lヽ見倣犬モノ

(長谷山氏ﾉ、穿刺時ノ局所麻酔薬タル｢コカイ

ン｣誘導醵二對りレ過敏症几□､テ説明セントシ

(R. Menzel)、Stobie, Borgherini　ノ如キハ、

気胸針ごｰ∃リテ損傷セラレタル組織片ﾉﾉ’、肋膜

腔中二落下シ、とが刺戟1ヽナリ、或ハ細菌感染

プ山漸シ、惨出液ヲ･登現スベシlヽ謂ヘリ。法入

瓦斯ノ異物的拉二化學的刺戟、若クハ途入瓦斯

ノ寒冷二起因フ、トナスモノ(仕、糸川、Ｇ川及

小山ノ諸氏及ビMatson, Bruns･、結核性愛化

ノ肋膜ヘノ進展(A. Lura)、月経ハ内分泌ノ異

常ヲ袁シ、該個胎ノ過敏症、病憲ノ活動、充血

月

(Deloff、Caussimon, Viton八｢アレ7レギー｣性

狸宝機輯り･論ズルモJ (P. Starke, A. Sarno,

p. Luridiana, I. Ghibellini八　植物御維系及

内分泌障碍ヲ其原因ド号フルモノ(園田氏、Ｇ.

Gomesatti八高圧ニョル肋膜内被細胞ノ損傷、

史一之二基因フ、ル、感染二對ヴ､ル抵抗ノ低下等

ラ畢デタリ('Brunner, Dumarest　Geeraerd,

Gannenfeld, Wellmann, Fraenkel 、栴谷及溢

川、島田、向野ノ諸氏)。

斯ノ如夕、諸説其ノ期ｼしレ所３知ラ几要と、

諸因ノ綜合的結鼎-こ･外ナラヂルペ｀ク、此處ニ

Locus minoris resistentiae -^惹起シ、惨出性

肋膜炎ヲ･緬特スルモノナル々シ。

第９章

　

總括蛙二結論

2）肋膜皆惨出液・ヽ、第４同気胸迄二出現ッ､ル

ハ、過牛数ナリ（75．92％）。

3）肋膜吝惨出液ハ、其出現一過性ノモバ5.19

％テ算フヽ･レニ過ギズ。64.81%ハ頻同若クハ連

績出現ス。

4）肋膜吝惨出液ノ吸収ハ、最短２日。最長21

日々･要セリ。肋膜吝惨出液ノ吸収速度ハ、惨出

液ノ瀦溜度二略；平行ユ。

5）肋膜吝惨出液費現ノ誘因1ヽシヘ肋膜癒著、

ズ。自]チ、余ノ肋膜官惨出液ハ、其外観、細胞

所見殊ニ｢エオジン｣嗜好性白血球噌多、淋巴球

ノ少数ナル鮎、拉二繊維素凝塊ノ結核性惨出液

丿劣ラデル程度二含有スルコlヽ、蛋白量ハ平均

５％以上ナル=１ト、リバルタ氏反座ハ中等度若

　　　　　　　　　

‥-

　

－
ク｡・ヽ弼陽性ニシテ、純然タル惨出液ノ性状犬1保

有ﾉ、ル黙、臨休的ニヘ惨出液ハ必ズシモ気胸

毎二出現セヂルコト（Ｉ型ノ如シ）等ノ諸鮎ヨリ

見ルモ、明カー、乍理的肋膜腔液及ビ淋巴示川ヽ

趣ヲ異ニ’ヽ。勿論、気胸施術ノ機械的作用１シ

テ、肋膜下淋巴流ノ停滞、若クハ生理的肋膜腔

液ノ再現ノ有ルベキハ、全然否定シ能ハデルモ、

余ノ検査成績ヨリシテ、肋膜賓惨出液ノヽ、異物

タル窄気ノ直接ノ肋膜刺戟二基因ノ、・ヽごク、且其

誘因トシラー、肋膜癒著拉二其断裂剥離、肋膜炎

既往症ノ有無、高胆、季節ノ影響、結核毒素祇

溢二因ル「アlノルギー」性反廊、肋膜惨透限ノ分

化ノ如キモ、二次的意義子有⊃リレモノナルベ｀

シ。尚肋膜刺戟ノ讃左トシテ、余ノ健康家兎ノ

人工気胸術試験成好け畢ゲ得ベシ（後日報告ノ

像定）。

　

印チ健康家兎ニ､テハ上述ノ誘因丿除外

シ得ル條件ノモlヽニ於テモ、確賓二全例共無菌

但肋膜炎う町を現スヽテ以テ、空気ノ直接肋膜刺

戟二外ナラズト断定シ得ベシ。

肋膜吝惨出液二精鍵フ、ル惨出性肋膜炎こ闘シテ

ヘ其殺生機韓今日恂未解決トセうレタ几印

チ、外界ヨリノ感染、印チ使用器具或ハ患者雄

二施術者ノ皮膚ノ不消毒叉ハ迭入瓦斯ノ濾過不

余ハ肺結核48例、肺門結核６例總計54例ノ入

院拉二外来患者二人工空気気胸テ施シ、次ノ結

果ラ得タリ。

1）肋膜寄惨出液ノ出現頻度ハ98.15%二シテ

全気胸施術[5]ic 61011]二於ケル出現率ハ54.59

ガナリ。女子二梢ｌ多ク、小見ハ成人二比シ這

二高値ナリ、、肺門結核二於ケル出現率ハ肺結核

ノ夫ヲ凌駕ソ､。惨出性肋膜炎ヲ･梢特セル頻度ハ

16．67％ナリ。、



高匝、肺臓内結核病憂、肋膜炎既往症、気候ノ

影響、等ヲ畢ゲ得べ｀シ。肋膜癒著ノ断裂、剥離

ハ、之二開典スルコト極メテ稀ナリ。

6,･人工気胸施術後二胸痛へ85.2:^;こ、肋膜

摩擦音ハ33,4％ニ認ノ･タリ。

7）赤血球沈降淮度へ肋膜官惨出液ノ出現卜

無開係ナリ。

8）頻同若ク・ヽ連鎖出現スル肋膜回惨出液ハ、

慨シラ「エオジン」嗜好性白血球拉こ肥眸細胞二

富£、淋巴球ハ少敬、含糖帑八一般二高値テ示

ソ、傾向アリ。

欄亨二臨げ。終始御懇篤ナル御指導lヽ御校閲チ

賜リタル恩師盛谷教授二満腔ノ謝意テ倖グ。倚

種々御援助ヲ･賜リタル聾岫諸兄二深謝ス。
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